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論 文 内 容 の 要 旨 
土壌有機物の分解によって放出される無機養分は，森林の構成樹木にとって必須資源である．無機養分
の供給速度は同じ森林内でも空間的に変動しており，こうした変動は構成樹種の分布と共存に密接に関わ
っているとされている．しかし，実際の森林では養分供給速度の変動を測定することが難しいため，実証
的な研究は極めて少ない．本論文では，養分供給速度の指標として林床での材の分解速度を利用し，熱帯
雨林における養分供給速度の変動要因と構成樹種の分布・共存に与える影響の解明を目的とした．このた
め，1）材分解試験による材解速度の種間差の測定，2）大面積調査区を使った材分解速度の空間変動の解
析，3）森林構成樹種の多様性と材分解速度の対応関係の解析を行った． 
 まず，材分解の種間差を知るために，マレーシア連邦サラワク州セメンゴ試験地で 32 種の材分解過
程を 2 年 10 ヶ月間調べた．その結果，材分解速度が樹種により大きく異なること（半減期で 49 倍の差
があった）と材分解速度の違いが材の物理特性（初期密度，吸水速度）に関係していることが明らかにな
った．次に，材分解速度の空間変動を知るために，ランビル国立公園の大面積生態調査区（面積 52ha）
の 1300 ヶ所に同一の材（リュウノジュ材）を設置し，2 年 10 ヶ月間の重量減少を調べた．その結果，材
分解速度の空間変動が非生物的環境（地形要因，土性）と生物的環境（シロアリ等分解生物の活動）の両
方から影響を受けていることがわかった．最後に，ランビル国立公園のデータを用いて，材分解速度と種
多様性の関係を解析した結果，材分解速度の平均値が中程度の区画で種数が最大となり，区画内での材分
解速度の分散と種数には関係が見られなかった．この結果は，養分供給速度の平均値の違いが共存種数を
規定するとする Tilman の理論仮説を支持するものであり，森林生態系では初めての実証例である． 
 以上より，熱帯雨林における材分解速度は種による材質の違いと材周辺の生物的・非生物的環境によ
って大きく変動すること，土壌有機物の分解速度が熱帯雨林構成樹木の多様性に影響を与えることが明ら
かになった． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
熱帯雨林におけるリターの分解速度を規定する要因を明らかにすることは、陸上生態系における炭素、
及び、養分循環の解明に不可欠であるが、リターの多くを占める枯死材の分解速度に関する知見は極めて
限られている。本研究は、マレーシア、サラワク州の熱帯雨林において長期大規模な材分解試験を実施し、
材分解速度の種間差と森林内での空間変動、及び、分解速度と樹木の種多様性の関係を明らかにしたもの
である。本論文の主な成果は以下の 3 点にまとめられる。 
 １）材分解速度の種間差は大きく（半減期で最大 49 倍）、分解過程の特徴は各種の材の物理特性（初
期密度、給水速度）に関係していた。２）同一森林内でも材分解速度は空間的に大きく変動しており、分
解速度の空間変動が非生物的環境（地形、土壌）と生物的環境（分解生物の活動）の両方の影響を受ける
ことが明らかになった。３）分解速度の空間変動と構成樹種の多様性には対応関係があり、分解速度が中
程度の場所で種多様性が最も高かった。これは、養分供給速度が共存種数を規定している可能性を示唆す
る。 
 以上の結果は、熱帯雨林における材分解速度が材質の違いと材周辺の生物的・非生物的環境によって
規定されていること、養分供給速度が熱帯雨林の樹木多様性に影響を与えている可能性があることを示す
ものであり、熱帯林生態系の解明に貢献する重要な成果である。よって、本研究は、博士（理学）の学位
を授与するに値するものと審査した。 
